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高圧酸素容器が固定されているかをご確認ください。

使用中に機器が破損する原因となります。
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急速充てんは行わないでください。

急速充てんした場合（容器の温度が40℃以上になった場合）、部品の破損や変形
（Ｏリングの溶解、安全弁の作動、パッキンの変形、弁シートの変形）を引き起
こし、故障の原因となります。
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高圧酸素容器⑫を以下の手順で取り付けてください。
既に取り付け済みの場合は、高圧酸素容器が固定ベルト
によってしっかり固定されていること、呼吸袋が高圧酸
素容器や固定ベルト等に挟まる等していないことを確認
してください。固定ベルトにゆるみがある場合、もしく
は呼吸袋が高圧酸素容器や固定ベルト等に挟まっている
場合、(c)のように固定ベルトを締め付け直してくださ
い。その後、(d)へ進んでください。
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固定ベルトで高圧酸素容器を固定してください。
(　　 参照)。
バックル(オス・メス)を組み付け、ベルト
端を引っ張って、バックルが呼吸袋⑱に当
たらない位置(呼吸袋に接触し、呼吸袋の動
きに影響しない位置)にして、固定ベルトを
締めてください。高圧酸素容器⑫とケース⑪
の間に呼吸袋⑱が挟み込まれないように注意
してください(　　　参照)。

ベルト端

保管ください。

高圧酸素容器が固定されているかをご確認ください。

使用中に機器が破損する原因となります。

G09-1-324R5(16/52)



G09-1-324R5(17/52)



二叉管㉕のホースクランプ（2箇所）が締ま
っていること。呼気管㉘と吸気管㉓を手で引
っ張って二叉管から抜けないこと、ホースク
ランプの締め付けねじ部が手で回して緩まな
いことを確認する。また、ホースクランプ
（２箇所）の締め付けねじ部が所定位置に
あること。(      参照)。
緩んでいる場合には、マイナスドライバーで
軽く締付けてください。
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＝長さ15センチのスパナで1.2キロの力で締める程度
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矢印で刺され

ている側の面
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バケツ等

右手で吸気管㉓を閉塞し、呼吸する。この時、呼気ができ、吸気が
できないことを確認する。また左手で呼気管㉘を閉塞し、呼吸する。
この時、吸気ができ、呼気ができないことを確認する。
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を外し、中のカーライムは不燃廃棄物として、
各地域の自治体の規則に則って廃却してください。

G09-1-324R5(29/52)



G09-1-324R5(30/52)



保管して
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固定ベルトで酸素ボンベを固定してください。
(　　 参照)。
バックル(オス・メス)を組み付け、ベルト
端を引っ張って、バックルが呼吸袋⑱に当
たらない位置(呼吸袋に接触し、呼吸袋の動き
に影響しない位置)にして、固定ベルトを締め
てください。高圧酸素容器⑫とケース⑪の
間に呼吸袋⑱が挟み込まれないように注意し
てください(　　 参照)。

ベルト端
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(P.30 5-2.組み立て (1) 清浄缶㉙ 参照)

G09-1-324R5(34/52)



凍結

凍結
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約160㎜
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容器の温度が40℃以上にならないように0.5～1.0MPa/分の速度で充てんして
ください。

急速充てんは行わないでください。
急速充てんした場合（容器の温度が40℃以上になった場合）、部品の破損や変形
（Ｏリングの溶解、安全弁の作動、パッキンの変形、弁シートの変形）を引き起
こし、故障の原因となります。
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容器の充てん圧力は14.7MPaを上限（35℃において）として充てんし、その
圧力を決して超えないようにしてください。
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